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る
平
和
」
に
つ
い
て
、
仏
教
の
真
理
観
に
も

と
づ
い
て
、
正
し
く
わ
か
り
易
く
国
の
内
外

に
伝
え
広
め
て
い
く
姿
勢
が
大
切
で
あ
る
と

考
え
ま
す
（
一
部
、『
ご
え
んvol.5

』
よ
り
引
用
）。

　
私
た
ち
の
宗
門
に
お
い
て
も
「
ロ
シ
ア
連

邦
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
に
対
す
る
声

明
」
が
総
長
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
ほ
か
、「
ロ

シ
ア
軍
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
を
非
難
し
、
戦

争
の
早
期
終
結
を
願
う
決
議
」
が
宗
会
よ
り

発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。
山
口
教
区
に
お
き
ま

し
て
も
、
宗
門
と
歩
み
を
そ
ろ
え
な
が
ら
、

こ
の
問
題
を
契
機
に
戦
争
や
迫
害
か
ら
逃
れ

る
た
め
、
避
難
を
強
い
ら
れ
て
い
る
人
々
へ

の
支
援
を
呼
び
か
け
る
と
同
時
に
、
非
戦
・

平
和
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発
信
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
さ
て
、
宗
門
で
は
、
来
る
２
０
２
３
（
令

和
５
）
年
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年 

・

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
厳
修
に
向

け
、
参
拝
セ
ン
タ
ー
が
開
設
さ
れ
団
体
参
拝

等
へ
の
受
け
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
ほ
か
、『
新

制 

御
本
典
作
法
』
が
制
定
さ
れ
る
な
ど
準

備
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
宗
門
全
体
で
取
り
組
む
実
践
目
標

で
あ
り
ま
す
「
貧
困
の
克
服
に
向
け
て
〜

D
āna for W

orld Peace

〜 

─ 

子
ど
も
た

ち
を
育
む
た
め
に 

─ 

」
推
進
期
間
の
３
年

目
と
し
て
、
今
年
度
の
取
り
組
み
が
継
続
さ

れ
ま
す
。

　
山
口
教
区
に
お
き
ま
し
て
は
、
ま
ず
２
月

　
本
日
こ
こ
に
定
期
教
区
会
を
招
集
い
た
し

ま
し
た
と
こ
ろ
教
区
会
議
員
の
み
な
さ
ま
に

お
か
れ
ま
し
て
は
公
私
ご
多
忙
の
中
、
ご
参

集
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り
御
礼
申
し

あ
げ
ま
す
。
ま
た
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
ご
出

席
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
議
員
の
み
な
さ
ま

に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
機
材
の
接
続
等
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
併
せ
て
御
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
現
在
に
お
い
て
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

の
感
染
収
束
が
見
通
せ
な
い
中
、
報
道
な
ど

で
ご
承
知
の
通
り
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
へ
の
軍
事
侵
攻
が
行
わ
れ
、
子
ど
も
を
含

め
た
多
く
の
い
の
ち
が
奪
わ
れ
、
ま
た
、
安

全
を
求
め
て
住
み
慣
れ
た
地
を
離
れ
、
避
難

を
せ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
人
々
が
３
月
19

日
現
在
で
３
３
９
万
人
以
上
も
お
ら
れ
ま
す
。

戦
争
は
最
大
の
人
権
侵
害
で
あ
る
と
言
わ
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
残
念
な
が
ら
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
、
今
、
現
に
起
こ
っ
て
い
ま

す
。

　『
仏
説
無
量
寿
経
』
に
は
、
仏
教
の
教
え

が
広
ま
る
と
こ
ろ
に
は
武
器
を
と
っ
て
争
う

こ
と
も
な
く
な
る
と
い
う
平
和
の
理
想
の
姿

が
説
か
れ
て
い
ま
す
。
自
己
の
心
の
根
底
に

潜
む
煩
悩
や
愚
か
さ
が
自
覚
さ
れ
、
み
ん
な

が
そ
れ
を
克
服
し
て
い
こ
う
と
す
る
こ
と

が
、
一
人
ひ
と
り
の
幸
せ
を
実
現
す
る
と
と

も
に
、
社
会
の
安
穏
を
創
り
出
す
と
い
う
の

が
、
仏
教
の
考
え
る
平
和
の
基
本
と
言
え
ま

す
。
私
た
ち
は
こ
の
よ
う
な
「
仏
教
の
考
え

　　去る3月23日（水）に、別院本堂において、定期教区会（八木靜也議長）が開催され、去る3月23日（水）に、別院本堂において、定期教区会（八木靜也議長）が開催され、
提出された財務議決議案・法規議案は、原案通り可決された。議案は次の通り。提出された財務議決議案・法規議案は、原案通り可決された。議案は次の通り。

財務議決議案

　2022（令和4）年度山口教区一般会計予算、特別会計予算（寺院災害見舞金会計、伝　2022（令和4）年度山口教区一般会計予算、特別会計予算（寺院災害見舞金会計、伝
道車購入積立金会計、平衡資金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御道車購入積立金会計、平衡資金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御
誕生850年・立教開宗800年法要事務所会計）誕生850年・立教開宗800年法要事務所会計）
　2021（令和3）年度山口教区一般会計予算補正、特別会計予算補正（寺院災害見舞　2021（令和3）年度山口教区一般会計予算補正、特別会計予算補正（寺院災害見舞
金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800金会計、子ども・若者ご縁づくり推進費会計、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800
年法要事務所会計）年法要事務所会計）

法 規 議 案

　山口教区賦課基準規則の一部を変更する区令、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800　山口教区賦課基準規則の一部を変更する区令、親鸞聖人御誕生850年・立教開宗800
年慶讃法要山口教区法要事務所設置規則の一部を変更する区令年慶讃法要山口教区法要事務所設置規則の一部を変更する区令

定 期 教 区 会 開 催

2021（令和３）年度定期教区会　執務方針演説2021（令和３）年度定期教区会　執務方針演説
教務所長教務所長　　中村中村　祐順　祐順
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さ
て
、
こ
の
た
び
上
程
し
ま
し
た
財
務
議

決
議
案
10
件
、
法
規
議
案
２
件
の
概
要
に
つ

い
て
申
し
述
べ
ま
す
。

　
ま
ず
、
２
０
１
７
（
平
成
２
９
）
年
度
に

発
生
い
た
し
ま
し
た
「
差
別
は
が
き
投
書
事

件
」
を
契
機
に
、
教
区
全
体
で
部
落
差
別
を

は
じ
め
と
す
る
人
権
問
題
へ
の
学
び
を
実
践

す
る
た
め
、
人
権
啓
発
推
進
僧
侶
研
修
会
に

全
組
の
よ
り
多
く
の
方
々
が
参
画
で
き
る
よ

う
、
同
和
教
育
振
興
会
等
よ
り
出
講
を
依
頼

し
、
継
続
し
て
ブ
ロ
ッ
ク
で
の
開
催
の
お
願

い
を
い
た
し
ま
す
。

　
ま
た
、
同
研
修
会
で
使
用
し
て
い
た
だ
く

た
め
、
山
口
教
区
独
自
の
内
容
を
含
め
た
部

落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
及
び
同
朋
運

動
の
取
り
組
み
に
関
す
る
学
び
に
活
用
し
て

い
た
だ
く
た
め
の
教
材
の
編
集
を
現
在
進
め

て
お
り
ま
す
。
今
年
度
内
に
校
了
し
、
次
年

度
内
の
刊
行
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、
派
遣
講
師
養
成
の
た
め
の
連
続
研

修
会
「
基
礎
か
ら
学
ぶ
同
朋
講
座
」
の
最
終

回
で
あ
る
第
12
回
講
座
を
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
延
期
を
し
て

次
年
度
初
頭
に
開
催
し
、
終
了
後
は
こ
れ
ま

で
の
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る
人
権
へ
の

学
び
の
た
め
の
研
修
も
継
続
す
る
と
同
時

に
、
派
遣
講
師
養
成
に
関
す
る
技
術
面
に
特

化
し
た
研
修
会
の
開
催
も
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
次
に
、
教
区
内
の
多
く
の
方
々
に
永
ら
く

12
・
13
日
の
２
日
間
、
山
口
県
内
に
お
い
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ま
ん
延
防
止
等
重

点
措
置
の
対
象
地
域
に
指
定
さ
れ
た
こ
と
か

ら
、
や
む
を
得
ず
完
全
オ
ン
ラ
イ
ン
と
い
う

形
式
に
は
な
り
ま
し
た
が
「
ス
ク
ー
ル
・
ナ

ー
ラ
ン
ダvol.6
山
口
」
が
開
催
さ
れ
、
両

日
で
約
３
０
０
名
の
方
が
視
聴
に
よ
り
参
加

さ
れ
ま
し
た
こ
と
、
ご
報
告
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
と
と
も
に
、
開
催
ま
で
延
期
を
挟
ん

で
２
年
間
を
か
け
準
備
に
ご
尽
力
く
だ
さ
っ

た
方
、
当
日
の
開
催
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ

た
み
な
さ
ま
に
こ
の
場
を
お
借
り
い
た
し
ま

し
て
御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
ま
た
、
教
区
独
自
の
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８

５
０
年
・
立
教
開
宗
８
０
０
年
の
慶
讃
法
要
・

行
事
が
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
10
月
21
日

（
土
）
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
維
新
ホ
ー
ル
に
て
勤
修
並

び
に
開
催
す
る
こ
と
が
決
定
し
、
そ
の
た
め

の
企
画
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
さ
ら
に
、
実
践
運
動
山
口
教
区
委
員
会
に

お
き
ま
し
て
は
、
現
実
社
会
に
あ
っ
て
孤
立

に
向
か
い
か
ね
な
い
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
そ
の
引
き
金
と
な
る
貧
困
の
克
服
に
向

け
た
取
り
組
み
を
教
区
内
で
行
っ
て
い
く
こ

と
、
そ
し
て
、
部
落
差
別
を
は
じ
め
と
す
る

人
権
問
題
へ
の
学
び
を
教
区
内
の
み
な
さ
ま

に
共
有
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
教
区
独
自
の

教
材
を
次
年
度
中
に
刊
行
す
る
予
定
で
す
。

親
し
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
ま
し
た
、
ラ
ジ

オ
番
組
『
西
本
願
寺
の
時
間
』
が
残
念
な
が

ら
９
月
末
を
も
っ
て
終
了
い
た
し
ま
す
。
Ｓ

Ｎ
Ｓ
や
動
画
配
信
と
い
っ
た
新
し
い
メ
デ
ィ

ア
が
普
及
し
て
い
く
な
か
で
、
実
践
運
動
山

口
教
区
委
員
会
を
中
心
に
ラ
ジ
オ
放
送
に
替

わ
る
山
口
教
区
並
び
に
本
願
寺
山
口
別
院
か

ら
の
情
報
発
信
の
方
法
に
関
す
る
研
究
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
次
に
、
２
０
２
３
（
令
和
５
）
年
度
に
勤

修
さ
れ
ま
す
親
鸞
聖
人
御
誕
生
８
５
０
年
・ 

立
教
開
宗
８
０
０
年
慶
讃
法
要
へ
の
団
体
参

拝
へ
の
対
応
、ま
た
教
区
独
自
の
慶
讃
法
要
・

行
事
に
向
け
た
諸
準
備
の
ほ
か
、
現
在
、
記

念
事
業
と
し
て
オ
ル
ゴ
ー
ル
を
音
源
と
す
る

仏
教
讃
歌
の
Ｃ
Ｄ
の
作
成
を
進
め
て
お
り
、

次
年
度
中
に
完
成
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

　
な
お
、「
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダvol.6

山
口
」
の
開
催
に
向
け
参
画
さ
れ
た
多
く
の

方
々
の
絆
を
継
続
す
べ
く
、
来
る
教
区
独
自

の
慶
讃
行
事
開
催
に
向
け
た
企
画
に
も
参
加

し
て
い
た
だ
く
よ
う
、
呼
び
か
け
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
次
に
、
法
規
議
案
に
お
け
る
「
山
口
教
区

賦
課
基
準
規
則
の
一
部
を
変
更
す
る
区
令
」

案
に
つ
き
ま
し
て
、
現
行
の
区
令
で
は
「
未

教
師
及
び
70
歳
以
上
の
衆
徒
に
対
し
て
は
、

第
３
条
第
２
項
第
１
号
及
び
第
４
条
の
規
定

に
か
か
わ
ら
ず
、
こ
れ
を
賦
課
し
な
い
も
の

と
す
る
」
と
定
め
て
お
り
ま
す
が
、
現
状
の

教
区
賦
課
金
の
算
出
に
際
し
、
未
教
師
に
つ

い
て
も
当
区
令
の
施
行
時
よ
り
賦
課
し
て
お

り
ま
す
。

　
こ
れ
は
、
教
区
の
旧
賦
課
基
準
の
根
拠
で

あ
っ
た
昭
和
56
年
３
月
30
日
区
令
第
６
号

『
山
口
教
区
賦
課
基
準
規
程
』
に
賦
課
の
除

外
規
定
と
し
て
「
未
教
師
」
が
対
象
と
な
っ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
、
ま
た
現
行
の
区
令
の

起
草
に
際
し
、「
未
教
師
」
を
除
外
規
定
と

す
る
意
図
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
現
状
の

賦
課
金
算
出
事
務
に
法
規
の
方
を
整
合
さ
せ

る
た
め
の
変
更
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　
永
ら
く
、
こ
の
よ
う
な
瑕
疵
を
見
抜
く
こ

と
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
こ
の
場
を
お
借

り
い
た
し
ま
し
て
、お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
以
上
、
甚
だ
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

明
年
度
の
宗
務
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
あ
げ

ま
し
た
。
議
員
の
皆
さ
ま
に
は
意
の
あ
る
と

こ
ろ
を
ご
賢
察
い
た
だ
き
、
こ
の
た
び
の
定

期
教
区
会
に
提
出
い
た
し
ま
し
た
財
務
議
決

議
案
、
法
規
議
案
の
全
議
案
を
ご
賛
同
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し
あ
げ
、

執
務
方
針
演
説
と
い
た
し
ま
す
。
ご
清
聴
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
以
　
上



山口別院テレホン法話　083−973−0111

歳入の部 （単位：円）

歳入合計　107,930,000

歳出合計　107,930,000

歳出の部 （単位：円）

❶完納奨励教化費 2,500,000

完納奨励教化費 2,500,000

❶山口別院一般会計回付金 9,567,100
　　別院御仏飯料回付金 4,317,100
　　別院運営費回付金 5,000,000
　　退職積立金回付金 250,000
❷㈵寺院災害見舞金会計 1,875,000
❸㈵伝道車購入積立金会計 300,000
❹㈵平衡資金会計 100,000
❺㈵子ども・若者ご縁づくり推進費会計 100,000
❻㈵山口教区法要事務所会計 2,000,000

回付金 13,942,100

❶第一予備費 106,900
❷第二予備費 500,000

予備費 606,900
❶実践運動推進費 19,795,000
　　教区実践運動推進費 2,265,000
　　人権社会活動推進費 1,670,000
　　寺院活動支援推進費 1,350,000
　　広報推進費 5,290,000
　　門信徒教化推進費 3,080,000
　　実践運動推進会議費 2,800,000
　　組織教化費 3,340,000
❷人材育成費 260,000
　　得度講習会開催費 260,000
❸組実践運動推進費 13,830,000
　　組巡回費 100,000
　　組交付金 13,730,000

教化推進費 33,885,000

❶教区会費 1,530,000
❷組長会費 1,040,000
❸各種会議費 950,000

会議費 3,520,000

❶宗会議員選挙費 100,000

宗会議員選挙費 100,000

❶人件費 45,925,000
　　俸給 24,280,000
　　諸手当 4,895,000
　　賞与 9,500,000
　　福利費 7,250,000

❷事務費 6,050,000
　　通信費 2,750,000
　　出張費 400,000
　　備品費 250,000
　　事務諸費 2,650,000

❸諸費 1,401,000
　　慶弔費 300,000
　　渉外費 51,000
　　雑費 200,000
　　伝道車関係費 850,000

教務所費 53,376,000

❶普通賦課金 63,810,250
　　本年度賦課金 63,809,250
　　過年度賦課金 1,000
❷特別賦課金 6,192,100
　　別院御仏飯料 4,317,100
　　災害見舞協力金 1,875,000

教区賦課金 70,002,350

❶宗派交付金 19,105,000
❷その他交付金 750,000

交付金 19,855,000

❶参加費収入 4,285,000

参加費収入 4,285,000

❶各種願記冥加金 3,400,000

各種願記冥加金 3,400,000

❶雑収入 885,650

雑収入 885,650

❶㈵伝道車購入積立金会計 1,000 
❷㈵平衡資金会計 1,000

特別会計回付金 2,000

❶前年度繰越金 9,500,000

前年度繰越金 9,500,000

自2022（令和4）年４月１日　至2023（令和5）年３月31日

2022（令和4）年度

山口教区一般会計歳計予算

No.225　（4）2022（令和 4）年 4月
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貧困の克服に向けて〜 Dāna for World Peace 〜貧困の克服に向けて〜 Dāna for World Peace 〜
　御同朋の社会をめざす運動山口教区委員会では、非戦・平和に関することや人権問題への学びを取り組み
　の一つとして進めています。現在、宗門では「貧困の克服に向けて〜 Dāna for World Peace 〜」とい
　う実践目標（重点プロジェクト）が掲げられていますが、このことも一つの人権問題として捉えることが
　できるでしょう。この課題克服に向け、より多くの方々に参画していただけるよう、山口教区委員会では、
　「教区報山口」の紙面においてこの課題の克服に向けたさまざまな提案をいたします。

私が変わればお寺が変わる　社会も変わる私が変わればお寺が変わる　社会も変わる

やっぱり他人事よそ事
　年末年始や行楽シーズンになると、道のあちこちで交通渋滞している様子が、テレビで放送されます。居間で他
人事にして見ている私は「こんな時期は混むのは分かっているだろうに」と、いい気なものです。
　ある日、集まりがあって約束の時間に間に合わせようと車で出かけたら、予想外に混んで車線変更の車が割り込
んできます。「なんて自分勝手なやつだ」と怒り心頭し人を罵倒します。自分が渦中にあるときは他人事にはなり
ません。
　自分の都合で人をくさし、困難にあえぐ人をただ見ているだけの私。なのに、人が私を大事にしてくれないと存
在を否定され落ち込みます。
自分に閉じこもる
　ロシアとウクライナの戦時下で、人権が壊れる光景に反応した高校生がいます。彼は沿道の人々に支援の手をと
訴える行動に出ました。そのような彼の行動と比べてみると、この私の反応と動きの悪いこと。きっと人々の苦し
みに共感できる能力が老化し退縮しているにちがいありません。
　苦しみの闇から出られない私に、阿弥陀様が寄り添ってくださるお蔭をいただきながら、相変わらず自分の世界
に閉じこもって、相手に共感できず行動も起きない私です。
　仏法に生かされている身でありながら、無自覚に、貧困・差別・格差に加担している自分が恥ずかしくてたまり
ません。社会問題に反応しないお寺も老境の域にあるのでしょうか。
　このような自覚のない実践運動はよそ事になり、この私は変わりようがありません。
心のあやうい変質
　過去から計り知れないご縁によって、受け継がれてきたいのちをいただいて、今、自分の番を生きています。一
度きりでやり直しのきかない、唯一無二ないのちだからこそ尊く侵しがたいものなのです。だからこそ「生まれて
きてよかったと思える生を全うしたい」と、だれもが思います。この生の願いとなる “尊厳” は、私の大切な “人権”
そのものですから、誰からも壊されたくないし全力で守りたいと強く思います。
　しかし「袖振り合うも多生の縁」でつながり関わり、依存し合って生きている以上、どこかで自己中心的な摩擦
が生じてしまいます。それが、意識的、無意識的な人権侵害となり、貧困・差別・格差の苦しみや生きづらさとなっ
て、社会問題化していきます。
仏法で共感できる能力を養おう
　この病理で発症する、貧困・差別・格差社会の不条理は、弱者、とりわ
け子どもに、避けられない境遇となって重くのしかかります。そして、弱
者はこの世を悲観するか、別の弱者をたたくことで心を慰め、結果的に強
者のエゴを助ける社会構図ができています。
　僧侶は、この構図を変え、克服したいと願う人々の先頭に立って、いの
ちの尊厳と人権意識が育つ仏法の説き方を修練し、寄り添う支援活動に携
わりながら、人々の苦しみに共感できる能力が回復する法務活動を創造す
る実践が求められていると思います。
　宗門が願う実践運動は、私のあり様に目覚め、お寺が社会を変えていく
資源に育つことを“私の願いにする運動”だと受け止めてみてはいかがでしょ
う。

御同朋の社会をめざす運動山口教区委員会　人権社会部
熊毛中組重点プロジェクトリーダー　　　　南 　 昌 宏

2021（令和3）年度　宗門実践目標達成のための学習会　講義概要2021（令和3）年度　宗門実践目標達成のための学習会　講義概要

組内でご寄付をいただいた
子ども食堂への支援物資
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山
口
同
宗
連
第

山
口
同
宗
連
第
3535
回
研
修
会
　

回
研
修
会
　
２
月
２
月
９９
日
（
水
）

日
（
水
）

　
本
研
修
会
は
、
岩
国
市
で
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
（
性
的
少
数
者
）

に
つ
い
て
の
啓
発
活
動
を
さ
れ
て
い
る

ナ
オ
ミ
氏
を
講
師
に
「
Ｌ
Ｇ
Ｂ
Ｔ
・

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
講
演

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
講
演
の
内
容
は
次
の
四
つ
で
し
た
。

①
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
は
、

　
　
　あ
な
た
の
周
り
に
必
ず
い
ま
す

　
統
計
調
査
に
よ
る
と
、
現
在
日
本
人

の
５
％
か
ら
10
％
が
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ

ノ
リ
テ
ィ
ー
で
す
。
ナ
オ
ミ
氏
は
「
最

低
10
人
に
１
人
は
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ

リ
テ
ィ
ー
で
あ
る
と
い
う
事
実
に
目
を

向
け
、
性
の
多
様
性
を
受
け
入
れ
て
も

ら
い
た
い
」
と
提
言
。
た
だ
し
「
周
り

に
い
る
の
な
ら
探
し
て
み
よ
う
」
は
、

当
事
者
を
傷
つ
け
る
差
別
行
為
な
の
で

慎
ん
で
ほ
し
い
と
い
う
事
で
し
た
。

②
性
別
は

　
　二
種
類
で
は
な
く
、
多
様
で
す

　
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
は
Ｌ

Ｇ
Ｂ
Ｔ
（
レ
ズ
ビ
ア
ン
、
ゲ
イ
、
バ
イ

セ
ク
シ
ュ
ア
ル
、
ト
ラ
ン
ス
ジ
ェ
ン

ダ
ー
の
頭
文
字
）
だ
け
に
と
ど
ま
り
ま

せ
ん
。

　
そ
こ
で
近
年
、
全
て
の
人
間
の
性
の

属
性
を
あ
ら
わ
す
「
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
」
と
い

う
考
え
方
が
広
ま
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
と
は
、
Ⓐ
「
自
分
の
身
体

の
性
は
男
性
か
女
性
か
」
Ⓑ
「
心
の
性

は
男
性
よ
り
か
女
性
よ
り
か
（
性
自

認
）」
Ⓒ
「
性
表

現
は
男
性
よ
り
か

女
性
よ
り
か
」
Ⓓ

「
恋
愛
対
象
は
男

性
よ
り
か
女
性
よ

り
か
（
性
的
指

向
）」
Ⓑ
〜
Ⓓ
は

一
人
ひ
と
り
程
度

が
異
な
り
、
全
く

同
じ
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
の

人
は
い
な
い
と
言

わ
れ
ま
す
。
そ
の

事
か
ら
「
性
の
あ
り
方
は
グ
ラ
デ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
わ
れ
、
こ
れ
が
「
性
の

多
様
性
」
で
す
。

　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
を
考
え
る
事
は
性
の
多
様

性
を
理
解
す
る
事
に
つ
な
が
り
、
そ
こ

か
ら
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
に

対
す
る
偏
見
・
差
別
の
解
決
に
つ
な
が

り
ま
す
。

③
善
意
、
悪
意
に
か
か
わ
ら
ず
、

　
　
　知
っ
た
秘
密
の
扱
い
に
注
意

　
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
方

が
秘
密
に
し
て
い
た
自
分
の
性
を
相
手

に
明
か
す
「
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
」。
そ

し
て
カ
ミ
ン
グ
ア
ウ
ト
さ
れ
た
人
が
、

本
人
の
了
承
を
得
ず
に
他
人
に
明
か
し

た
内
容
を
広
め
る
こ
と
を
「
ア
ウ
テ
ィ

ン
グ
」
と
言
い
ま
す
。

　「
ア
ウ
テ
ィ
ン
グ
は
セ
ク
シ
ャ
ル
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
の
人
が
最
も
恐
れ
て
い

る
事
」
と
ナ
オ
ミ
氏
。「
悪
気
は
な
く

て
も
、
知
っ
た
秘
密
の
扱
い
に
は
注
意

し
て
ほ
し
い
。『
と
て
も
秘
密
に
で
き

な
い
』
と
い
う
人
は
公
共
機
関
や
Ｎ
Ｐ

Ｏ
『
レ
イ
ン
ボ
ー
山
口
』
な
ど
へ
相
談

く
だ
さ
い
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

④
傷
つ
き
ま
す
！

　
　
　
　
　不
用
意
な
言
動
に
注
意

　
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ｉ
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
、
自
分

の
性
的
指
向
や
性
自
認
に
関
す
る
い
や

が
ら
せ
で
す
。

　
職
場
だ
け
で
な
く
、
町
中
で
の
「
チ

ラ
見
」や「
ひ
そ
ひ
そ
話
」も
セ
ク
シ
ャ

ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー
を
苦
し
め
ま
す
。

ま
た
「
セ
ク
シ
ャ
ル
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
ー

は
ト
イ
レ
が
問
題
で
す
」、「
オ
ー
ル

ジ
ェ
ン
ダ
ー
ト
イ
レ
は
増
え
て
き
た

が
、
そ
の
ト
イ
レ
に
入
る
姿
を
見
る
事

へ
の
配
慮
を
お
願
い
し
た
い
」
と
ナ
オ

ミ
氏
は
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。

註
　Sexual O

rientation & G
ender Identity

　
　（
性
的
指
向
と
性
自
認
）
の
頭
文
字

性のグラデーション　【千葉県八千代市 HP より引用】

ナオミ 氏

註
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ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
終
え
て

実
行
委
員
会
　
副
委
員
長
　
藤
本
　
弘
信
　

　
去
る
２
月
12
日
・
13
日
、
山
口
別
院

に
お
い
て
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ

vol.6

が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
の
感
染
状
況
に
よ
り
急

遽
オ
ン
ラ
イ
ン
の
み
で
の
開
催
と
な

り
、
教
区
内
の
皆
様
へ
の
ご
案
内
が
大

変
遅
く
な
り
ま
し
た
事
を
、
こ
の
場
を

借
り
て
お
詫
び
申
し
あ
げ
ま
す
。

　
オ
ン
ラ
イ
ン
の
同
時
接
続
者
数
は

１
５
０
名
を
超
え
、
視
聴
回
数
は

２
０
０
０
回
を
超
え
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。
今
回
、
本
来
で
あ
れ
ば
別
院
に

入
り
切
ら
な
い
人
が
、
こ
の
度
の
ス

ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
全
国
（
世
界
）

か
ら
視
聴
さ
れ
た
事
に
な
り
ま
す
。
そ

う
い
う
意
味
で
は
、
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー

ラ
ン
ダ
は
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
の
時
代
に
即

し
た
１
つ
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　
こ
の
度
の
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ

を
成
功
さ
せ
る
に
あ
た
っ
て
、
大
き
な

力
と
な
っ
て
く
れ
た
の
は
チ
ー
ム
ナ
ー

ラ
ン
ダ
の
14
名
の
若
者
の
協
力
が
あ
れ

ば
こ
そ
で
し
た
。
寺
院
子
弟
だ
け
で
は

な
く
、
高
校
生
、
大
学
生
や
一
般
の
仕

事
を
さ
れ
て
い
る
有
志
の
方
が
集
ま

り
、「
若
者
世
代
が
今
何
に
関
心
を
寄

せ
て
い
る
の
か
」「
仏
教
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
の

か
」
な
ど
話
し
合
い
と
研
修
を
重
ね
、

テ
ー
マ
選
定
や
講
師
案
な
ど
全
部
で
11

回
も
会
議
を
行
い
、
こ
の
ス
ク
ー
ル
・

ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
準
備
に
約
１
年
に
渡
り

関
わ
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
当

日
は
鼎
談
後
の
話
し
合
い
の
場
で
、
講

師
と
参
加
者
の
話
し
合
い
が
円
滑
に
進

む
よ
う
に
橋
渡
し
と
な
る
役
割
を
担
っ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
チ
ー
ム
の

メ
ン
バ
ー
が
、
み
な
楽
し
そ
う
に
画
面

の
向
こ
う
に
い
る
参
加
者
と
話
を
し
て

い
る
姿
を
見
て
、
こ
れ
だ
け
で
も
ス

ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
を
山
口
で
開
催

で
き
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
の
時
代
、
若
い
人
が
何
を

考
え
求
め
、
そ
し
て
仏
教
が
ど
の
よ
う

に
応
え
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
か
。

変
わ
り
ゆ
く
世
界
で
私
達
仏
教
者
の
未

来
を
、
こ
の
チ
ー
ム
ナ
ー
ラ
ン
ダ
の
若

者
の
姿
か
ら
学
ば
せ
て
い
た
だ
い
た
御

縁
と
な
り
ま
し
た
。

チ
ー
ム
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ

　
　
　
　
　
　
　
　
　山
田
晟
太
朗

　
ス
ク
ー
ル
・
ナ
ー
ラ
ン
ダ
に
て
私
は

吉
田
先
生
の
地
球
化
学
の
講
義
で
聞
い

た
次
の
言
葉
に
衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。

「
七
億
年
か
け
て
均
衡
を
保
っ
て
い
た

地
球
の
酸
素
濃
度
を
我
々
現
代
人
が
千

年
で
壊
そ
う
と
し
て
い
る
。」

　
人
間
は
こ
う
も
簡
単
に
地
球
規
模
の

も
の
を
壊
す
こ
と
が
で
き
る
ん
だ
と
改

め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　
地
球
の
温
暖
化
は
今
に
始
ま
っ
た
事

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
さ
な
こ
と
か

ら
意
識
し
て
、
私
た
ち
の
住
む
地
球
が

一
年
で
も
長
生
き
で
き
る
よ
う
に
努
力

し
よ
う
と
感
じ
ま
し
た
。
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山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
実
践
運
動
研
修
会

山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
実
践
運
動
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
月
1717
日
（
木
）

日
（
木
）

　
本
研
修
会
は
、
仏
教
婦
人
会
員
と
し

て
実
践
運
動
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

開
催
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
度
は
、

宗
門
の
実
践
目
標
「
貧
困
の
克
服
に
向

け
て
〜D

āna for W
orld Peace

〜 

─ 

子
ど
も
た
ち
を
育
む
た
め
に 
─ 

」

を
題
材
に
、
仏
教
婦
人
会
と
し
て
、
ま

た
一
個
人
と
し
て
ど
う
助
け
に
な
る
こ

と
が
で
き
る
か
を
共
に
考
え
る
会
と
し

て
、
28
名
の
ご
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　
講
師
に
は
金
子
淳
子
氏
（
金
子
小
児

科
院
長
／
子
ど
も
食
堂
・
子
ど
も
の
居

場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
代
表
）
を
お
招
き

し
、
小
児
科
医
と
し
て
、
ま
た
子
ど
も

食
堂
運
営
の
立
場
か
ら
、
児
童
虐
待
と

子
ど
も
た
ち
が
抱
え
る
貧
困
の
現
実
に

つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
、
荻
隆
宣
氏
（
大
津
東
組
浄
土
寺

住
職
／
山
口
県
子
ど
も
食
堂
・
子
ど
も

の
居
場
所
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
副
代
表
）
を

交
え
、
そ
れ
ぞ
れ
の
運
営
す
る
子
ど
も

食
堂
、
ま
た
支
援
し
て
い
る
家
庭
へ
の

ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
ク
ロ
ス
ト
ー
ク

を
行
い
ま
し
た
。

　
近
年
、
山
口
県
内
で
生
後
間
も
な
い

子
ど
も
が
虐
待
に
よ
っ
て
命
を
落
と
す

と
い
う
、
大
変
痛
ま
し
い
ニ
ュ
ー
ス
が

あ
り
ま
し
た
。
県
内
の
０
歳
児
虐
待
死

事
案
は
過
去
に
５
件
発
生
し
て
い
ま

す
。
講
師
の
お
話
し
に
よ
れ
ば
、
そ
の

よ
う
な
事
案
の
要
因
の
一
つ
と
し
て

「
産
後
う
つ
病
」
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り

そ
の
発
症
率
が
上
が
っ
て
き
て
お
り
、

現
在
で
は
４
人
に
一
人
以
上
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
の
「
産
後
う
つ
病
」
は

先
に
挙
げ
た
虐
待
の
他
、
自
死
や
愛
着

形
成
障
害
、
ま
た
子
ど
も
の
対
人
関
係

障
害
な
ど
の
問
題
を
引
き
起
こ
し
、
そ

れ
が
次
世
代
へ
と
連
鎖
し
て
い
き
ま

す
。
親
と
子
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
が
困
難

を
抱
え
た
結
果
、
社
会
的
孤
立
か
「
こ

こ
ろ
の
貧
困
」
を
生
じ
さ
せ
て
し
ま
い

ま
す
。

　
ま
た
、
経
済
的
困
窮
を
見
ま
す
と
、

２
０
１
８
年
の
統
計
で
は
日
本
の
18
歳

以
下
の
７
人
に
１
人
の
子
ど
も
が
貧
困

状
態
で
す
。
こ
の
経
済
的
困
窮
は
不
十

分
な
衣
食
住
だ
け
で
な
く
、
人
と
の
関

わ
り
や
文
化
的
体
験
を
制
約
し
、
不
信

感
や
不
安
感
、
低
い
自
己
評
価
を
も
た

ら
し
ま
す
。
そ
の
結
果
、
低
学
力
や
不

登
校
な
ど
を
引
き
起
こ
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
、
講
師
は
自

身
の
企
画
す
る
活
動
に
お
い
て
、
企
業

や
有
識
者
に
協
力
を
募
り
、
演
奏
会
な

ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
的
体
験
が
で
き

る
場
を
設
け
て
お
ら
れ
ま
す
。中
で
も
、

Ｊ
Ａ
Ｌ
に
お
願
い
し
て
い
る
紙
ヒ
コ
ー

キ
教
室
は
、
何
度
も
開
催
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
毎
回
子
ど
も
た
ち
の

人
だ
か
り
が
で
き
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
子
ど
も
食
堂
な
ど
の
食
の
提
供
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
文
化
的
体
験
が
、

子
ど
も
の
生
育
に
お
い
て
将
来
の
選
択

肢
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。「
問
題
を
解

決
す
る
支
援
」
だ
け
で
は
な
く
「
つ
な

が
り
を
増
や
す
支
援
」
を
継
続
し
て
行

う
大
切
さ
を
本
研
修
会
で
学
ば
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
西
喜
久
枝
委
員
長
か
ら
は
「
委
員
長

を
拝
命
し
て
か
ら
、
連
盟
と
し
て
何
か

で
き
な
い
か
と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し

た
。
今
回
の
研
修
会
で
得
た
た
く
さ
ん

の
ヒ
ン
ト
を
、
連
盟
と
し
て
実
行
に
移

し
て
い
き
た
い
で
す
。」
と
力
強
く
お

言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

金子 淳子 氏

荻　隆宣 氏
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◦８日

岩国組、美和組、 

玖珂西組、熊毛組、

厚狭西組、宇部北組、

美祢西組、萩組、

阿武組、下関組、

豊浦西組

◦９日 

柳井組、岩国北組、

防府組、山口北組、

宇部小野田組、

美祢東組、須佐組、

大津東組、邦西組、

豊田組、小月組

◦ 10 日 

大島組、熊毛中組、　　　

熊南組、熊濃組、　　　　

下松組、周南組、　　　　

山口南組、華松組、　　　

大津西組、白滝組、　　　

豊浦組

本願寺山口別院　『永 代 経 法 要 』
（教区全門徒物故者追悼法要）

期 日

講 師

6月8日㈬・9日㈭・10日㈮　午後1時30分より

松 月 博 宣 氏 （本願寺派布教使・福岡教区海徳寺）

※この度は午後(逮夜)のみのお勤めです。お斎のご接待はございません。

組
別
参
拝
日

2022( 令和４)年度　山口教区得度講習会・得度考査期日
得度講習会　　　第 1 回　２０２２（令和４）年　８月 18 日（木）〜 19 日（金）
　　　　　　　　第 2 回　２０２３（令和５）年　２月 18 日（土）〜 19 日（日）
　　　　　　　　
得 度 考 査　　　第 1 回　２０２２（令和４）年　８月 20 日（土）
　　　　　　　　第 2 回　２０２３（令和５）年　２月 20 日（月）
　　　　　　　　第 3 回　２０２３（令和５）年　２月 25 日（土）

　それぞれの申込書類につきましては教区教務所までご連絡ください。詳細日程及び持参
物等につきましては、全か寺にお送りをいたします開催要項、また申込書類に記載がござ
いますのでご確認ください。また、申込締切日は開催日の 40日前までに宗派必着となり
ますので、期日よりお早めにお申し込みください。締切日を過ぎますと書類を受付できか
ねます。
　なお、新型コロナウイルス感染症により、得度習礼の定員が各期間 50名までと制限さ
れており、すでに10月まで定員のため締め切りとなっております（3月末日現在）。キャ
ンセル待ちの申し込み等もありますので、ご希望の場合は宗派もしくは教区までお問合せ
ください。



本
願
寺
山
口
別
院
・
山
口
教
区
教
務
所

〒
七
五
四
ー
〇
〇
二
二   

山
口
県
山
口
市
小
郡
花
園
町
三
番
七
号

Ｔ
Ｅ
Ｌ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
一
一
一

　Ｆ
Ａ
Ｘ
　〇
八
三（
九
七
三
）四
六
三
一
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別
院
・
教
区
行
事

４
月

2
日
㈯

山
口
中
央
幼
稚
園
入
園
式
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
中
央
幼
稚
園

5
日
㈫

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
中
山
浩
司
氏
（
白
滝
組
念
西
寺
）

5
日
㈫

蓮
清
典
元
総
長
　
宗
門
葬
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
聞
法
会
館

11
日
㈪

萩
幼
稚
園
入
園
式
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
萩
幼
稚
園

16
日
㈯

ま
こ
と
の
保
育
補
任
式
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
外
松
太
恵
子
氏
（
こ
こ
ろ
の
悩
み
相
談
窓
口
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）

1８
日
㈪

仏
教
婦
人
会
連
盟
第
１
回
委
員
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

20
日
㈬

寺
族
婦
人
会
連
盟
第
１
回
理
事
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

25
日
㈪

仏
教
婦
人
会
総
連
盟
オ
ン
ラ
イ
ン
総
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
西
原
祐
治
氏
（
仏
教
婦
人
会
総
連
盟
講
師
）

26
日
㈫

門
徒
総
代
会
第
1
回
理
事
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

５
月

5
日
㈭

降
誕
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
神
保
信
正
氏
（
防
府
組
妙
玄
寺
）

10
日
㈫

青
年
布
教
使
総
会
・
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

17
日
㈫

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
寺
族
青
年
軟
式
野
球
大
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
　
備
後
教
区

2３
日
㈪

山
口
教
区
仏
教
婦
人
会
連
盟
総
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
　
K
D
D
I
維
新
ホ
ー
ル

　
　
講
師
／
田
中
信
勝
氏
（
佐
賀
教
区
最
勝
寺
）

６
月

1
日
㈬

北
豊
・
山
口
教
区
青
年
布
教
使
交
流
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

5
日
㈰

別
院
常
例
法
座
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
岡
本
達
美
氏
（
山
口
南
組
蓮
光
寺
）

8
日
㈬

永
代
経
法
要
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
松
月
博
宣
氏
（
福
岡
教
区
海
徳
寺
）

～

｝

10
日
㈮

1３
日
㈪

少
年
教
化
指
導
者
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
口
別
院

　
　
講
師
／
長
門
お
も
ち
ゃ
美
術
館

2３
日
㈭

中
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
少
年
連
盟
指
導
者
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
陰
教
堂

３0
日
㈭
｝
第
４
連
区
布
教
使
研
修
会
　
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
　
山
陰
教
区

１
日
㈮

〜
編
集
後
記
〜

生
前
の
ご
遺
徳
を
偲
び
、

謹
ん
で
敬
弔
の
意
を
表
し
ま
す

令
和
３
年
12
月
〜
令
和
４
年
２
月

敬
称
略

敬

弔

宇
部
小
野
田
組
　
淨
円
寺
　
坊
守
　
　
　

　
　
　
　
日
髙
　
寺
子
（
85
）
１２
月
９
日

阿
武
組
　
瑞
光
寺
　
前
々
住
職
　
　
　
　

　
　
　
　
光
永
　
孝
雄
（
99
）
1
月
2
日

柳
井
組
　
妙
円
寺
　
坊
守
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
榮
　
三
代
子
（
７5
）
1
月
１8
日

宇
部
小
野
田
組
　
西
秀
寺
　
衆
徒
　
　
　

　
　
　
　
黒
瀬
　
正
文
（
93
）
２
月
１5
日

大
島
組
　
照
林
寺
　
前
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
中
野
　
孝
之
（
83
）
２
月
２１
日

岩
国
北
組
　
東
専
寺
　
住
職
　
　
　
　
　

　
　
　
　
藤
井
　
宏
昭
（
86
）
２
月
２6
日

本願寺山口別院テレホン法話 083-973-0111 担当者一覧
期間：2022.4.1 ～ 2022.7.31

期　日 氏　名 期　日 氏　名
4 月  1 日～ 10 日 中山　教昭 5 月  1 日～ 10 日 原田　英真

11 日～ 20 日 佐々木世雄 11 日～ 20 日 高橋　　了
21 日～ 30 日 波佐間正弘 21 日～ 31 日 藤本　好樹

6 月  1 日～ 10 日 黒瀬　英世 7 月  1 日～ 10 日 重枝　真紹

11 日～ 20 日 寺田　弘信 11 日～ 20 日 岡村　遵賢
21 日～ 30 日 田坂亜紀子 21 日～ 31 日 藤本　弘信

※上記の青年布教使による各 3 分の法話が聞けます。諸事情により、順番が変更される場合があります。

　『
蓮
如
上
人
仰
せ
ら
れ
候
ふ
。
仏

法
に
は
ま
ゐ
ら
せ
心
わ
ろ
し
。
こ
れ

を
し
て
御
心
に
叶
は
ん
と
思
ふ
心
な

り
。
仏
法
の
う
へ
は
な
に
ご
と
も
報

謝
と
存
ず
べ
き
な
り
と
云
々
。』

　
ま
た
今
年
も
御
恩
報
謝
の
日
暮
ら

し
を
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。


